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【抄　録】

地域で暮らす多胎育児家庭の身近な存在となりうる地域子育て支援スタッフが、多胎育児家庭を支え
るためのスキルを獲得するために「子育て支援者向け多胎育児支援研修プログラム」（以下プログラム）
の開発に取り組んだ。23年度版プログラムの短縮版として24年度版プログラムを作成し、実施評価した。
24年度版プログラムは、①多胎の妊娠・出産・育児と支援のニーズ、②ふたごの母親の体験談、③当事
者性の尊重、④ワークショップ「多胎育児家庭の支援を考える」の 4 単元の構成とし、全国 4 か所で子
育て支援者65名を対象に試行した。参加者の反応は、多胎家庭への理解が深まり、支援する際の態度や

実践研究
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【はじめに】

今日少子化と言われている中で多胎児出生の割
合は、生殖補助医療をはじめとする不妊治療の普
及に伴い増加している。平成23（2011）年では、
多胎は出産1000に対して9.5となっており、100人
の母親のうち 1 人が多胎児の母親という割合に
なっている（大木、2013）。つまり、50人の乳児
のうち、多胎で生まれた乳児がその中に 1 人いる
というとらえ方ができ、多胎児が社会の中で稀な
存在ではないことがわかる。

一方で、育児技術が熟練していない初産の母親
にとっては、同時に 2 人あるいは 3 人の乳児を育
てることが簡単ではないことも想像できる。育児
経験のある経産婦の母親であっても、上の子ども
の下に、さらに 2 人の乳児を育てることは、たや
すいことではない。多胎育児についてはこれまで
も多くの調査で、単胎児（妊娠・出産時に赤ちゃ
んが一人）の家庭よりも育児困難な状況に陥りや
すく、核家族化の進行に伴い母親が家庭内に孤立
し、虐待の危険性があることが指摘されてきてお
り、多胎育児家庭への支援の必要性が述べられて
きた（大木・彦，2010；大岸，2010；Ooki，2013）。
そして、多胎育児支援の現状として、多胎妊娠・
出産を支援してきた産科医療施設の医療スタッフ
や地域保健活動を担っている保健師などの専門家
が行う支援実践活動が多く紹介されている。

今回著者らは、多胎育児家庭への支援について、
保健医療専門スタッフが行う支援とは別に地域で
取り組む支援に視点を移し、地域子育て支援セン
ター等における多胎育児支援の可能性を探り、そ

の意義と支援効果に着目した。そして、地域で暮
らす多胎育児家庭の身近な存在となりうる地域子
育て支援スタッフが多胎育児家庭を支えるための
スキルを獲得するために平成23年度から「子育て
支援者向け多胎育児支援研修プログラム」（以下
プログラム）の開発に取り組んだ。本稿では、23
年度に作成したプログラムの短縮版として24年度
に作成したプログラムに焦点をあて、その効果に
ついて考察したことを述べる。

【子育て支援者向け多胎育児支援研修プログ
ラムの開発】

1．多胎育児支援のためのプログラム開発のねらい
国が施策として挙げている地域子育て支援拠点

事業として、①子育て中の親と子の交流の場の提
供と交流の促進、②子育てに関する相談・援助、
③地域子育て関連情報の提供、④子育ておよび子
育て支援に関する講習会などの実施、がある（厚
生労働省）。この事業は地域の様々な場で展開さ
れ、子育てに不安を抱き、また、子育てに負担を
感じている母親を支援している。このような場の
利用ニーズを持つのは、地域の中で生活している
多胎育児家庭の母親も例外ではない。現在、多胎
育児家庭支援の中心的な役割を担っているのは保
健医療従事者である場合が多く、医療機関や保健
センターなどで支援に関連した情報提供がされて
いる。しかし一方で、多胎育児中の母親は、保健
センター等に「こんなことを相談してもよいの
か」、「気軽に尋ねられない」など遠慮が生じ、育
児困難感や負担感、不安を抱えながら、精神的に
追い詰められるぎりぎりまで一人で育児を頑張っ

姿勢を再認識し、支援すべき課題を積極的に見つけて行こうという視点を見出すなど、満足度の高いも
のであった。これらの成果は23年度版プログラムと比較し大きな差はなかった。課題としては、多胎育
児のノウハウを知るという目的で参加する受講生もおり、本プログラムは、単にノウハウを学ぶといっ
たものではない点を明確に示す必要がある。また、多胎育児家庭を理解し当事者性を持った支援者とし
ての態度を学ぶことに加えて、さらに多胎育児家庭のエンパワメントを引き出すためにできることを探
るスキルを支援者が持つことも視点に加えたプログラムに改定していくことが見出された。



子育て支援者向け多胎育児支援研修プログラムの開発 245

てしまうことも多い。そのような多胎育児中の母
親にとって、もっと身近で、毎日通っても構わな
いところとして、地域の子育て支援センター等の
利用が考えられる。

多胎育児中の母親は、地域の中で交流の場を求
めて、あるいは、子育ての助言が得たくて、また、
ふたごの子ども達の相手をしてもらいたくて、育
児から少し解放されて母親自身が心身ともにほっ
と一休みしたくて、等様々な期待を持って地域子
育て支援センター等に子ども達を連れて通うこと
も多い。そのような場で支えられて元気になる母
親がいる一方で、子育て支援者の何気ない言葉に
傷ついたり、他の母親との交流が図れずさびしい
思いをし、別な居場所を探したり、あるいは結局
家庭にこもってしまう母親もいるという。地域に
は、こうした多胎育児中の母親のニーズにも応え
られる身近な存在としての子育て支援者が必要で
ある。

そこで、子育て支援スタッフの多胎育児家庭の
理解と支援促進のために平成23年度に研修プログ
ラムを開発した。研修プログラムのねらいは、地
域子育て支援拠点スタッフ・子育て支援センター
スタッフ等、多胎育児家庭や多胎児にかかわる地
域の支援者が、多胎家庭固有の育児状況やニーズ
を知り理解を深め、その対応について学ぶことで、
多胎育児中の母親等が利用しやすい支援環境を作
り、適切な支援が提供でき、多胎家庭の社会的・
精神的孤立を予防することとした。多胎家庭が支
えてもらえる場として地域を活用することができ
れば、社会的・精神的孤立感等が軽減され、それ
は多胎家庭における虐待防止につながっていくと
考えている。また、最終的な目標としては、この
プログラムで学ぶことで、育児支援が多胎育児家
庭に特化したことで終わるのではなく、支援の在
り方について支援者自身が判断し実践する力を身
につけていくことを目指している。それは多胎家
庭以外のスペシャルニーズを持つ家庭（例えば、
健康障がいのある子どものいる家庭、若年夫婦の

家庭、外国人の家庭、など）への理解と支援につ
ながり、子育て支援の裾野を広げることも期待で
きると考えた。

2 ．�23年度版子育て支援者向け多胎育児支援研
修プログラムの成果と課題

23年度版プログラムは、 5 単元 6 時間の展開
（表 1 ）のプログラムである。このプログラムは、
独自作成した専門家による講話の DVD を視聴し
その内容について研修会講師が補足するスタイル
の単元、及び多胎育児中の母親の語りを聞く単元、
ワークショップの構成となっている（多胎支援協
会，2013）。

表 1　23年度版多胎育児支援研修プログラムの概要

5 単元300分の展開（休憩を含み約 6 時間）
①�当事者性の尊重（約60分）：

独自制作 DVD 視聴と講師の補足説明
②�多胎の妊娠・出産（約60分）： 

独自制作 DVD 視聴と講師の補足説明
③�多胎支援の必要性とネットワーク（約40分）：

独自制作 DVD 視聴と講師の補足説明
④�多胎育児の特徴とアプローチ（約60分）：

多胎育児中の母親の生の声を聞く
⑤�多胎育児支援のワークショップ（約80分）：

事例を提示し、支援についてグループ討議
（独立法人福祉医療機構社会福祉振興の助成にて
研修を実施）

平成23年10月〜11月に 4 か所の地域でプログラ
ムを試験的に実施した。受講者56名の研修後の自
由記述から、各単元については次のような反応が
読み取れた。「①当事者性の尊重」については、
当事者を大切にする支援の意味、当事者ではなく
ても当事者性を持つことができること、傾聴の大
切さや対等性を持つことの大切さを知った、等の
反応がみられ、この単元のねらいとしたものは、
理解したと受け取れた。「②多胎の妊娠・出産」
については、多胎妊娠・出産の経過が理解でき、
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支援の必要性や今後どのような支援を行うとよい
かといったことが述べられ、多胎児の母親がた
どってきた妊娠・出産の背景が単胎児とは異なる
ことを理解するものになった。「③多胎支援の必
要性とネットワーク」については、多胎家庭の現
状をさらに知ることが必要であり、受講者が今ま
で行ってきた支援の振り返りと今後の支援の方向
性を見いだせ、子育て支援者としてのスキルアッ
プの欲求を高めるものとなった。「④多胎育児の
特徴とアプローチ（ふたごの母親の話を聞く）」
については、多胎家庭の育児困難な状況を実際に
聞くことで、イメージがわき、ふたごの育児には
支援が必要、自分たちの活動・支援の意味づけが
できた、といった記述が多く、当事者の実際の話
はインパクトとして大きく、支援者が実際支援を
どのようにしたらよいのか向き合って考えること
をさらに強化した効果があったといえる。「⑤多
胎育児支援のワークショップ」については、ワー
クに取り組むことによって、受講者が自らの考え
を述べ多くの意見を聴き共有できたことで充実
感・達成感を得ていた。また、当事者性を再認識
し、「子育てひろば」でよく見られる事例を通し
て具体的な対応や支援者側に求められる役割を再
確認できていた。

23年版研修プログラムについて受講者自身の意
識がどのように変容したかという点においては、
多胎育児家庭に対して、漠然と「大変」としたイ
メージから、多胎育児家庭への理解と支援の必要
性、支援する際の具体的な介入の方法が見出され
たものとなり、一定の成果が得られたものとなっ
たといえる。

23年度版研修プログラムの課題としては、まず
研修時間の問題があげられる。研修は午前午後に
わたって 6 時間を要するため、 2 日間にわけて実
施する地域もあった。受講者90.7％が時間につい
て「ちょうどよい」と回答していたが、すべての
単元に参加することができない受講者もおり、短
縮版の作成が課題となった。

DVD 映像を用いた単元については、受講者に
とって一方的なものになりがちな DVD 視聴の内
容をより印象付けるために、内容を補足する講師
を配置した。補足説明をする講師の存在について
は87.3％の受講者が「必要」と答えており、目の
前で補足の講話をする講師の方が、DVD の講師
より受講者にとってなじみやすく、理解を深める
役割を果たしていると考えられる。結局その場で
説明する講師が必要であるのであれば、時間の短
縮化を図る上で、DVD 視聴に頼るのではなく、
研修プログラムを熟知した講師数人が、ある程度
同じ内容の講座を実際に提供できるようにすると
いう視点で、さらなる教材開発を検討することを
課題とした。

多胎育児中の母親の声を実際に聞くという講座
は、受講者の反応からもはずせない。しかし、そ
の場で多胎育児中の母親が思いを語るため、場合
によっては母親の思いが引き出せず、十分に伝わ
らない可能性もある。より理解を促すためには、
様々なケースの当事者のインタビュー映像を視聴
した方が、時間の効率化も含めてより効果的であ
ると思われ、DVD 映像の作成を課題とした。

ワークショップについては、ワークショップは、
それまでの受身的な研修から受講者自らが参加す
るスタイルになることで、研修の学びがより深ま
り、受講者自身の満足度も高い。様々な人の意見・
考え方を共有することが、当事者性の想像力を広
げる大切な機会となり、ワークショップについて
は、短縮版となった場合であっても削除はできな
い単元であると考える。短縮版プログラムにも取
りいれるが、取り組むテーマについては再検討と
した。

3 ．�24年度版子育て支援者向け多胎育児支援研
修プログラムの内容

23年度版プログラムを精査改変した24年度版プ
ログラム（表 2 ）は、 4 単元 3 時間30分の展開と
なった。まず、「①多胎の妊娠・出産・育児と支
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援のニーズ（講話）」については、23年度版プロ
グラムの「②多胎の妊娠・出産」「③多胎支援の
必要性とネットワーク」を再構成し、パワーポイ

ント資料を用いて、多胎の妊娠・出産・育児につ
いての理解を促し支援の必要性の意味を理解する
ことをねらいとした単元とした。次に「②ふたご
の母親の体験談（DVD）」については、 3 人のふ
たごの母親の語りの DVD を視聴し、より具体的
なイメージを促進し、支援を主体的に考えられる
ことをねらいとした。「③当事者・当事者性の尊
重（講話）」については、当事者を尊重した支援
活動、当事者に寄り添うために必要なことは何で
あるのかについて理解を深めることをねらいに
し、23年度版プログラムの「①当事者性の尊重」
を短縮しパワーポイント資料を使用しながら展開
した。「④多胎育児家庭の支援を考える（ワーク
ショップ）」については、受講者が研修で学んだ
ことと子育て支援者として立場や体験を振り返り
ながら統合し、今後の自身の取り組みについて考
え、意見交換をし、学びや思いを共有することを
ねらいとした。

【子育て支援者向け多胎育児支援研修プログ
ラムの評価に関する調査】

1．目的
改定した24年度版プログラムについて、23年度

版プログラムの実施成果（多胎支援協会、2013）
と比較し、その効果を検討することを目的とした。

2．方法
1）　調査対象と調査方法

平成24年 9 月〜11月に全国 4 か所で実施した研
修参加者を対象に質問紙調査を実施した。研修実
施地域と参加人数は遅刻・早退者を含めて、石川
県加賀市（17人）、東京都武蔵野市（14人）、岡山
県総社市（14人）、岐阜県高山市（20人）で、地
域子育て支援センター等で活動しているスタッフ
65名であった。この参加者の中には、23年度版研
修プログラムを受講した人はいなかった。

調査は、研修前後に無記名の質問紙調査の回答

表 2　24年度版多胎育児支援研修プログラムの概要

4 単元170分の展開（休憩を含み約 3 時間30分）
①多胎の妊娠・出産・育児と支援のニーズ（講話）

約50分
単胎とは異なるふたごの妊娠・出産・育児につい

ての基礎知識として、その特徴や現状の課題を理解
する。妊娠・出産を乗り越え、ふたご育児をしてい
る母親の心身の状況について学び、一般的なふたご
のイメージから、より具体的な現状を理解し、支援
の必要性の意味を知る。
②ふたごの母親の体験談（独自制作の DVD の視聴）

約30分
ふたごの母親 3 名へのインタビュー映像を通じ

て、具体的な多胎の妊娠・出産・育児の状況や現場
で表明されることが少ないふたごの母親の心情と
ニーズを理解し、研修受講者が実際に関わる多胎家
庭への支援について、具体的にイメージする。
③当事者・当事者性の尊重（講話）約40分

あらゆる支援活動の主体は当事者であり、当事者
一人一人を尊重した支援活動が大切である。よりよ
い支援活動を実践するためには当事者性を持つこと
が重要であり、当事者性を持つために必要な態度・
姿勢を理解する。
④多胎育児家庭の支援を考える（ワークショップ）

約50分
研修受講者自身が、今の立場でできる多胎家庭へ

の対応や、支援・事業について考え、実現に向けて
具体的に構想でき、また、地域での多胎支援ネット
ワークを広げる意欲をもつことをねらいとしてい
る。 3 〜 5 人の小グループでまずグループワークを
し、その後各グループの意見を全体で共有する。

（財団法人こども未来財団・小規模研修会助成にて
実施）
注：�講話についてはパワーポイント資料を用いて行

うが、会場によって担当講師が変わるため、台
本を用意し、それに沿って展開した。
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を依頼し、研修前および研修後にその場で回収し
た。

2）　調査内容
研修が始まる前に、自作の多胎育児に関する知

識 8 項目（表 3 ）について、 3 件法（そう思う・
どちらとも言えない・そう思わない、あるいは、
もっと多い・ちょうどそのくらい・もっと少な
い）で回答する質問紙と、多胎家庭に対する認識
についての自由記述を求める質問紙の調査を実施
した。多胎育児に関する知識 8 項目の質問紙は、
23年度版プログラムの評価に用いたもので、24年
度と比較するために用いた。

研修が終了した後、再度多胎育児に関する知識
8 項目の質問紙と多胎家庭に対する認識や支援に
ついて自由記述求めた質問紙の調査を実施した。
また、研修会の満足の程度（研修会全体、開催日
時、プログラム内容）についても、 3 件法（満足
した、どちらとも言えない、不満）の質問を設け
た。

表 3　多胎育児に関する知識の質問項目

1 ．ふたご（みつご）はそっくりだ　
2 ．ふたご（みつご）の妊娠は医学的には正常妊娠
3 ．ふたご（みつご）の妊娠は単胎と同じ妊娠過程
4 ．母親のうちふたご（みつご）の母は1000人にひ

とり
5 ．不妊治療はふたご（みつご）全体の約半数程度
6 ．ふたご（みつご）も一人の子も子育ての苦労は

同じ
7 ．ふたご（みつご）育児者は負担感が強い
8 ．ふたご（みつご）育児者は「ひろば」で疎外感

を感じる

3）　倫理的配慮
24年度版研修プログラムを評価するためという

調査の目的を説明し、回答は自由であること、無
記名であり個人は特定しないこと、中断や拒否等

による不利益は生じないこと、成果を公表するこ
とについて口頭で説明し、質問紙への回答をもっ
て同意とした。回答は任意であり強要はしなかっ
た。また、質問紙回収に際しては、個別に質問紙
の提出の有無も確認しなかった。

3．結果
1）　多胎育児に関する知識 8項目の調査の結果

質問紙調査の回収は、研修前、研修後共に63名
であったが、研修に遅れて参加した受講者や途中
早退した受講者もおり、全くの同一人物が63名と
いうことではなかった。有効回答数は表 4 に示す
とおりである。「 5 ．不妊治療はふたご全体の約
半数程度」は他の項目と比べて極端に有効回答が
少なく、 3 件法の選択ができなかったものと考え
られる。

表 4　調査対象者の有効回答数

研修前　ｎ＝63
有効回答数

研修後　ｎ＝63
有効回答数

1 ．ふたごはそっくりだ 63 57
2 ．ふたごの妊娠は医学的

には正常妊娠
63 57

3 ．ふたごの妊娠は単胎と
同じ妊娠過程

63 56

4 ．母親のうちふたごの母
は1000人にひとり

60 58

5 ．不妊治療はふたご全体
の約半数程度

59 49

6 ．ふたごも一人の子も子
育ての苦労は同じ

61 58

7 ．ふたご育児者は負担感
が強い

61 58

8 ．ふたご育児者は「ひろ
ば」で疎外感を感じる

62 58

研修前後の多胎育児に関する知識として、23年
度版と比較して表したのが、図 1 〜 8 である。23
年度版プログラムの受講者は59名（早退者含む）
で、24年度版プログラムの受講者数とは大きな違
いはなかったため、回答の割合を百分率で示した。
23年度版と24年度版の研修前のデータを比べてみ
ると、その特徴に大きな違いは見られず、23年度
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図 1　 項目「ふたご（みつご）はそっくりだ」における回答の割合

図 2　 項目「ふたご（みつご）の妊娠は医学的には正常妊娠」にお
ける回答の割合

図 3　 項目「ふたご（みつご）の妊娠過程は単胎と同じ」における
回答の割合

図 4　 項目「ふたご（みつご）の母親は1000人に 1人」における回
答の割合

図 5　 項目「不妊治療は、ふたご（みつご）全体の半数程度」にお
ける回答の割合

図 6　 項目「ふたご（みつご）も一人の子も子育ての苦労は同じ」
における回答の割合

図 7　 項目「ふたご（みつご）の育児負担感は強い」における回答
の割合

図 8　 項目「ふたご（みつご）育児者は疎外感を感じる」における
回答の割合
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と24年度の研修参加者の多胎育児の知識はほぼ同
じ傾向をもった集団であったといえる。

研修後の知識の変化については、23年度版と24
年度版を比較すると、図 8 の「疎外感を感じてい
る」を除いて、ほぼ同様の変化の傾向を示してい
る。図 8 「疎外感を感じている」については、24
年度版は「どちらとも言えない」という回答の割
合が多く、これは研修会場別にみると、ある 1 か
所の研修会場に「どちらとも言えない」という回
答が多く見られていた。「疎外感」というキーワー
ドがとくに強調されるのが、プログラム単元 2 番
の「ふたごの母親の体験談（独自制作の DVD の
視聴）」であるが、その会場では、DVD 視聴時に
音声のトラブルが発生していた。

2）　24年度版プログラム研修前後の自由記述
24年度版プログラムの受講者の研修前の多胎家

庭に対する認識の記述については56人から回答が
あった。記述文を文節ごとに区切り、分類・整理
した。研修前の認識（表 5 ）としては、大変、負
担が大きい、支援が必要、意見交換や交流の場が
必要、母親の話を聞きメンタル面での支援が必要、
支援の方法を知ること、支援に対する戸惑い、な
どの記述が多かった。

参加者の研修後の多胎家庭に対する認識や支援
についての記述については、48人から回答があっ
た。その記述（表 6 ）には、多胎家庭への理解の
深まり、支援するための自己の態度や姿勢のあり
方、支援するための視点、支援すべき課題を見つ
けていく積極性、今子育て支援の現場で自身が取
り組めることは何か、などが述べられていた。さ
らに表 7 には、自由記述の一部を紹介した。

表 5　 研修前の多胎家庭に対する認識の記述　ｎ＝56

（重複回答）

＜ふたご育児家庭のイメージの記述＞

　大変・何をするのも大変（23）
　負担が大きい・苦労している（11）
　精神的につらい、悩みがある（ 3 ）
　身体的な疲労、睡眠不足（ 2 ）
　外に出られない（ 4 ）
　孤立しやすい（ 1 ）
　親のジレンマ多い（ 1 ）
＜ふたご育児家庭の支援の面からの記述＞

　支援が必要、支援の環境が必要（ 8 ）
　母の話を聞くこと、話を聞く場所が必要（ 7 ）
　意見交換の場や交流できる環境が必要（ 3 ）
　母親の精神的なケア、心の支え、悩みの支援が必

要（ 6 ）
　母親のリフレッシュタイム・息抜きをつくる（ 2 ）
　孤立させない（ 2 ）
　検診など手が足りない時の手伝いが必要（ 1 ）
　双子を育ててよかった、双子がいたから楽しい思

い出ができた、メリットを提供（ 1 ）
　具体的な支援の方法を知りたい、どのように働き

かけたらよいのか戸惑う（ 8 ）
　具体的な大変さを知りたい（ 1 ）

表 6　 研修後の多胎家庭に対する認識や支援について
の記述　ｎ＝48（重複回答）

＜支援するための自己の態度や姿勢のあり方＞

　母親の話に耳を傾ける、話を聞くことの大切さ
（14）

　母親の身近な存在でいる、寄り添う、母親の悩み
や大変さに共感する（ 9 ）

　支援者として必要なこととして当事者性、想像力
を働かせること（ 9 ）

　専門知識をもつ、先入観にとらわれない、勝手に
代弁してはいけない（ 3 ）

　一人ひとりとしっかり向き合う（ 2 ）
＜支援するための視点＞

　ストレスが発散でき、気持ちが楽になるような支
　援、ほっとできる時間の提供（10）
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　安心できる場の提供（ 3 ）
　子育てできる環境づくりが大切（ 1 ）
＜多胎家庭への理解の深まり＞

　あらためて大変さを実感、想像以上、多くの課題
を乗り越えてきた、サポートが必要（ 8 ）

　双子の母親は思っている以上にセンシティブ、傷
つけない言葉がけ（ 4 ）

　さまざまなケースがある（ 2 ）
＜支援すべき課題を見つけていく積極性＞

　できる限り手伝いたい、自分のできる支援、支援
できることを見つけたい（ 8 ）

　実態を把握し、ニーズに応じて寄り添いたい（ 2 ）
　今 1 番してほしいことを見極めて手伝いたい（ 3 ）
　急に支援が必要になった時にすぐ対応できるとこ

ろとは（ 1 ）
＜今子育て支援の現場で自身が取り組めることは何

か＞

　母親同士を結び付ける支援をしたい（ 2 ）
　活用できる社会資源の情報収集と情報提供、行政

との連携も大切（ 4 ）
　 1 人で頑張らないで、たくさんの人の手を借りて

よいことを伝えたい、ねぎらう（ 5 ）
　母親の育児を否定しない、母親を尊重、孤立感減

らす（ 3 ）
　ふたごの母親でよかった、育児が楽しいと思える

ように支えたい（ 1 ）

3）　研修会の満足の程度
研修終了後に実施した受講者の満足に関する調

査については、「研修会全体」と「プログラムの
内容」については概ね良好な回答が得られた
（表 8）。「開催日時」については、他の項目と比べ、
「どちらともいえない」という回答が増えていた。

研修の感想について記入する欄には、「勉強に
なった」、「参加してよかった」、「いろんな気づき
があった」、「今後に役立てたい」という肯定的な
記述が多くあった。一方、今後の改良に向けての
建設的な意見として、「多胎育児の大変さの理解
を促す内容であったが多胎育児の楽しさやメリッ

トも示したほうがよい」、「具体的な支援方法が聞
きたかった」、「父親の支援についても知りたい」
等があった。

表 7　 研修後の多胎育児家庭支援に関する自由記述（一
部抜粋）

・大変さや悩みに共感すること、母親のしているこ
とを否定しないで、身近な存在として支援してい
きたい。

・専門知識を持つとともに、母親の話に耳を傾け支
援を考えていきたい。

・自分が思っている以上に多胎児の母親はセンシ
ティブ、言葉がけに配慮が必要

・実情を知り、寄り添いたい。
・想像力を働かせ、勝手な解釈をしない、「当事者

性」が大切。
・話を聞く大切さを理解した、どんなことを考え、

求めているのか理解していきたい。
・支援できることを見つけたいという意識が、さら

に高まった。
・ひろばに来られた多胎家庭の方々が、こんなに多

くの課題を乗り越えてきていたのか、想像してい
なかったことを反省した。

・自分が想像していた以上に大変で、深い課題が
あった。頑張っているママの気持ちを傾聴し、身体
がしんどい時にはほっとできる時間を作りたい。

・先入観にとらわれず、話をしっかり聞いて、たくさ
んの情報が届けられるように勉強していきたい。

・経験や可能な限りの研修も必要だが、当事者との
コミュニケーションや傾聴も特に必要。当事者で
なくても、できること・考えることはたくさんあ
ると感じた。

表 8　研修の満足の程度 ｎ＝59（％）

満足した どちらとも
言えない 不満 無回答

研修会全体 55人（93.2） 1 人（1.7） 0 3 人（5.1）

開催日時 48人（81.4）11人（18.6） 0 0

プログラム内容 54人（92.9）2人（3.4） 0 3 人（5.1）
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4．考察
1）　23年度版プログラムとの比較

24年度版プログラムについて、それまで DVD
視聴と内容の補足という形式をとっていたもの
を、受講者の反応をみながらパワーポイント資料
を用いて講話をするスタイルに変更した。プログ
ラム展開に当たってはいつも同じ専門家である講
師が出向いて講座を開講するのには限界があり、
その対策として DVD を作成した経緯があった
が、DVD 視聴は、どのような会場でも同じ学び
が提供できるが、一方的な展開が否めず、さらに
視聴後の補足が重要となり、時間を要するものに
なっていた。そこで改訂版では、DVD 視聴によ
る講座は廃止し、講話の台本を作成し、研修の担
当講師が代わっても同じプログラムが提供できる
ように改変した。

また23年度版では、会場に多胎育児中の母親（当
事者） 1 名が来て、受講者は当事者の「生の声」
を直接聞いてもらう構成となっていたが、この部
分は、 3 人の母親のインタビュービデオを改めて
作成し、DVD の視聴に変更した。この部分の内
容は、知識を提供する講義形式のものとは異なり、
母親が体験談や思いを語るため DVD 視聴でも受
講者にとって馴染みやすいものとなると考えた。

ワークショップについては、受講者が参加する
ことで、研修の学びが深まり、受講者自身の満足
度も高い。様々な人の意見・考え方を共有するこ
とが、当事者性の想像力を広げる大切な機会とな
る。24年度版プログラムは23年度版プログラムよ
りも取り組む時間はやや短いが、プログラム全時
間に占める割合は増やした。ワークショップは、
それまでの受け身の講座から、参加型形式をとり、
受講者自身の自己の振り返りや他の受講者との意
見の共有をすることで、本研修の効果を引き出す
ことになり、プログラムの根幹ともなる。このワー
クショップがプログラムの成果に大きく関与する
と考えている。

24年度版プログラムについて、受講者の反応か

ら、23年度版プログラムと比較してみた。
まず、多胎育児に関する知識 8 項目の調査結果

（図 1 〜 8 ）の単純な比較では、研修前後でほぼ
同様の変化が認め、短縮版においても同様の効果
はあると判断できた。しかし、気になる点として、
表 4 の「 5 ．不妊治療はふたごの全体の約半数程
度」から、24年度版プログラムの研修後の回答に
おいて他の項目と比べ無回答が多く、印象に残り
にくい部分になっていると考えられる。また、図
5 「不妊治療はふたごの全体の約半数程度」の研
修前後の変化をみると、23年度版も24年度版も回
答が「もっと多い」「ちょうどそのくらい」でば
らつきがみられ、あいまいさが読み取れた。この
結果から、不妊治療の割合については、講話内で
の提示が関連していると考えられる。

次に受講者の自由記述から検討した。23年度版
プログラムの研修前後の自由記述について、報告
書（多胎支援協会，2012）では次のように述べら
れている。「研修前の記述では、漠然と子育てが
大変そうという記述が多くみられ、具体的にどの
ように大変なのかイメージしているものは少ない
ようであった。研修後の記述では、多く述べられ
ていたのが、多胎育児の大変さが想像以上であり
具体的に知ることができたこと、妊娠中から出産
後においても母親の心身の負担が大きく消耗して
いること、孤立しがちな母親への支援が重要であ
ること、これからどのように多胎育児中の母親と
関わっていくとよいのかその方向性や姿勢・態度
考えられるようになったということが示されてい
た。」24年度版プログラムにおいても、多胎育児
家庭に関する認識や支援について23年度版プログ
ラムと同様の気づきや理解、支援のあり方や支援
の視点、支援する姿勢・態度、今後の方向性や課
題が記されていた。こうしたことから、24年度版
プログラムは23年度版を短縮したものであるが、
23年度版と同様の成果が得られると評価できた。

受講者の研修に対する満足の程度については、
概ね良好な回答であったが、開催日時については、
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「どちらともいえない」といったややネガティブ
な含みを持った回答も 2 割近くみられた。これに
ついては、短縮版プログラムではあったが、研修
が昼食をはさんで午前午後に実施した会場もあ
り、受講者が拘束感を抱いた可能性もある。また、
4 か所いずれの研修も平日に行っており、土曜
日・日曜日等の休日開催の要望とも考えられる。
さらに、今回の開催は秋期の開催となっていたが、
今後は秋期という時期も含めてさらなる検討が必
要であると思われる。

2）　24年度版プログラムの課題
24年度版プログラムの研修前の記述をみると、

多胎育児の大変さを漠然とイメージし、支援が必
要と感じているレベルであったが、研修後の記述
では、多胎家庭への理解の深まり、支援する際の
スタッフの態度、支援するための視点、支援すべ
き課題を見つけていく積極性、自分が今できるこ
と・取り組めることは何か考え見出すことにつな
がっていた。地域子育て支援者を対象に研修プロ
グラムを展開することは、その地域における多胎
育児支援への関心を喚起し、多胎育児支援が医療
従事者等の専門家が実施することにとどまらず、
地域の中で多胎育児支援の理解の裾野を広げる機
会となったと評価できた。

本プログラムのねらいは、「地域子育て支援拠
点スタッフ等、多胎育児家庭や多胎児にかかわる
地域の支援者が、多胎家庭固有の育児状況やニー
ズを知り理解を深め、その対応について学ぶこと
で多胎育児中の母親等が利用しやすい支援環境を
作り、適切な支援が提供でき、多胎家庭の社会的・
精神的孤立を予防する」ことであり、支援者がこ
のことに気づき、今後の支援を考えていく土台が
できたと考える。

一方で、図 8 「疎外感を感じている」について
は、24年度版は研修後「そう思う」の回答が 6 割
に満たず、原因として DVD 教材の音声の影響を
受けたと考えられた。この部分の理解は、研修の

ねらいとしても重要な部分であり、DVD 教材に
頼りすぎている傾向が、この結果からはからずも
わかった。単元 1 番の講話の中でもより印象に残
るように取り上げていく必要性が見出せた。

また、本研修の満足度については概ね良好な回
答であったが、研修前に「多胎育児の具体的なノ
ウハウを知りたい」というニーズを持って参加し
てくる受講者も多いと思われる。本研修では、具
体的な多胎育児スキルといったノウハウの教示で
はなく、多胎育児家庭を理解し当事者性を持った
支援者としての態度を学ぶことにある。まずは、
多胎育児家庭の母親を尊重して支援するというこ
とを学ぶ研修会であり、多胎児の母親が地域とつ
ながっていくための支援の基本を学ぶものであ
る。そして支援者自らが、様々なケースと出合い、
そこから多胎育児のノウハウを得るために必要な
ことを理解し、支援の中で獲得していくと考えて
いる。本研修会が目指すものと受講者とのずれが
発生しないように、研修の視点を明確に示してお
く必要がある。

さらに今後は、研修内容が「多胎育児は大変で
ある」ということばかりを強調している傾向があ
るため、多胎育児の楽しさも支援者に理解しても
らう必要もある。また、大変だった多胎育児を乗
り切った母親や地域で多くの子育て支援を受けて
きた母親の中には、自分自身に少し余裕ができた
時、次は、自分が周囲の人に何ができるのか考え、
これまでの育児体験を活かしたいと行動するよう
になる母親も多くいる。支援された母親がそのよ
うになるためには、支えられた、乗り越えられた
という経験が大切であり、そこに導いていく人々
の中に地域子育てスタッフが含まれていることの
自覚も促し、多胎家庭のエンパワメントを引き出
すためにできることを探るスキルを支援者が持つ
ことも視点に加えたプログラムに改定していくこ
とが見出された。

プログラム評価の課題としては、研修終了後の
受講者の反応からプログラム効果を評価したが、



254

受講者が研修終了後地域の子育て支援スタッフと
して多胎育児家庭の母親とどのような関わりを
持っているのか、実態を調査しないと本当の評価
はできないという限界がある。今後は受講者が参
加した地域子育て支援拠点がその後の取り組みと
して何を行っているのか等の聞きとり調査を実施
し、評価していくことも大切であると考える。加
えて、多胎育児に関する知識 8 項目の質問設定に
ついては、本プログラムのねらいを適切に評価し
ているものと判断するには不十分であることも否
めない。23年度版プログラムの研修前後の変化と
24年度版プログラムの研修前後の変化を比較し
て、多胎育児に関する知識の獲得に影響があった
のかという点での評価になる。今後研修プログラ
ムのねらいにマッチした評価項目を検討する必要
があると考える。

【おわりに】

平成20年と平成22年に乳児のふたごのひとりを
死なせてしまい、母親が傷害致死で逮捕されると
いう事件が起きている（多胎支援協会，2012）。
裁判で、一人の母親は相談窓口等に助けを求めた
にもかかわらず、理解や支援が得られず追い詰め
られていった状況が明らかになった。もう一人の
母親も公的機関等から支援が得られず社会の中で
孤立し、疲弊した姿が明らかになった。公判で母
親は「誰かに助けてもらいたかった」と述べてい
る。平成20年の事件については、裁判所は、「過
酷な育児」と認定し、「被告人は被害者の成長や
育児に対する不安等にさらされながらも、愛情を
もって被害者に接し、自己犠牲をして、被害者ら
ふたごの養育に専念した結果、皮肉にも被告人自
身を、肉体的に精神的に疲弊した状態に追い詰め
ることにもなり、衝動的に引き起こした」と述べ
ている。

支援のない過酷な多胎育児の中では、いつ母親
が加害者になるとも限らない。地域の中でそのよ
うな母親の気持ちに寄り添える子育て支援者を増

やし、虐待死を防いでいきたいと考えている。今
後も子育て支援者向け多胎育児支援研修プログラ
ムのさらなる改訂をおこない実施し、多胎育児家
庭が地域の中で支えられて孤立しないで暮らして
いけることを願っている。

最後に、本プログラムの研修会を受講し、調査
にご協力くださった受講生の皆様、研修会開催の
支援をしてくださった子育て支援拠点の皆様に深
く感謝申し上げます。ありがとうございました。

また、本稿は、第27回日本双生児研究学会（東
京）、及び第 7 回乳幼児保健学会（横浜市）で発
表したものに加筆したものである。

尚、24年度版研修プログラムは、「財団法人こ
ども未来財団・小規模研修会助成」により実施し
たものである。
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